
私の素晴らしい承徳派遣の経験 

今野 寧々（大学２年生） 

私の中国に行ったという経験は私の考え方や、概念を大きく変えました。 

これは大袈裟に聞こえるかもしれません。しかし大袈裟ではなくこの経験は私にとってとても大き

な影響をもたらしたのです。この派遣に参加するまで人生において全く中国と関わりがないという

わけではありませんでした。私は、アメリカの大学の日本キャンパスに通っており、そこにはもち

ろんアメリカや、韓国、ロシアなどいろいろな国の生徒が通っています。そこで私は中国人の友達

もたくさんおり、関わる機会もたくさんありました。そしてさらに、私の働いているバイト先にも

たくさんの中国人が訪れます。このように中国は私にとって身近なものだったといえます。にもか

かわらず私は中国のことについて何も知りませんでした。 

中国に着いた時に全てのものが初めてで、今までに感じたことのない気持ちでした。インターネ

ットでどんなものがあるか調べても情報が制限されてしまっていて全く何があるかわかりません

でした。大体の国は Instagram や Google で検索をすれば何があるか出てきます。例えばグアムに

行く予定を立てたら、アサイーボウルが食べられるカフェを調べたり、Sunset の時間にはビーチに

行ってご飯を食べたりすることなどを考えるでしょう。今までは私はそれを行い予習をしてから旅

に出ていました。きっと大体の人々は私と同じ考えであることを願います。 

さらに私がステイした家族は中国語しか話せない家族でした。私は中国語を全く知らなかったの

で、初めて言葉が伝わらない、という状況を経験しました。最初はとても不安でした。自分の言い

たいことが伝わらないという環境がとても不安で４泊もやっていけるかなという思いがありまし

た。しかし私のホストファミリーはすごく優しくて、わからない私にも翻訳アプリを使ってたくさ

ん会話をしてくれたり、私の好きなフルーツをたくさん買って朝ごはんとして持たせてくれました。 

素晴らしいことに、私が知っていた中国語は、謝謝と你好しか知らなく、謝る言葉を知らなかっ

たため、ずっと謝謝をいってたくさん感謝をしていました。私はこれをとても素敵なことだと感じ

ます。そして、ご飯は毎日のように回るご飯で、毎日とてもおいしくて一生分の中華料理を食べま

した。最後の方には常にお腹がいっぱいで、もはやもう 1 日食べなくても生きていけるほどで幸せ

を感じました。 

最後に偏見を抱かれがちな中国という国は、言葉が強く聞こえるだけで人がとても暖かくておも

てなしの心が旺盛で、旺盛すぎるほどいい国で、私は中国が大好きになりました。この派遣は素敵

で私の人生において貴重な経験になりました。まだまだ書きたいことがありすぎてしまいますが、

ここで全てを伝えられないことを悔しく思います。この経験はたくさんの人々にしてほしい経験で



す。もし少しでも興味があるのならば一度興味本位でいいので参加して見てください！絶対に後悔

はしません！ありえないくらい素晴らしい経験があなたを待っています！最後に私はこの派遣で

私たちに関わってこの素晴らしい経験をさせてくれた皆さんに心から感謝をします。また絶対にこ

の派遣を通して出会った中国の友達に会いにいきます。謝謝！！ 
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